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おきなわマラソンより(2/26)

苦しい30ｋｍ地点、沿道の皆さんの温かい応援はランナーの残った力を奮い立たせました。
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接種の種類

インフルエンザ

実施期間

10月～2月

通知実施場所

指定医療機関
(約150か所)

6５歳以上等※9月末

対象

広報　ちゃたん　　　２

通常接種年齢の早い時期に予防接種を受けると、接種効果が早い時期から発揮さ

れるため、対象疾病にほとんどかかりません。万一かかったとしても軽く済みます。

わが子を恐ろしい伝染病から守るため計画的に受けましょう。なお、接種対象年齢

の期間内に受けると子どもの接種料金は無料(全額公費負担)となります。

●平成18年度の予防接種実施日時・場所・通知月日・月齢
１、集団接種：保健相談センターで一斉に行う予防接種

接種種類

ポリオ

実施日時

5/10 (水) 14：00～

通知月日実施場所

H17.1.1～H17.11.24生H18.4.26

通知月齢

ポリオ

ＢＣＧ

ＤＴ

H18.9.27

H18.3.9～H18.6.7生

H17.4.25～H18.6.30生

H18.6.8～H18.9.9生

２、個別接種：個人が日時、病院等を選択して受ける予防接種

接種種類 実施日時 実施場所

「接種対象年齢表」のと

おり。定期接種対象者

には、個別通知します。

通知月齢

通年
.4月～3月麻しん・風しん

日本脳炎※

指定
医療機関
(約100か所)

ＤＰＴ

※日本脳炎は、新ワクチンが開発されるまで個別通知を差し控えてい
ます。

接種間隔

※60歳～64歳で心臓・じん臓・呼吸器機能障害・ヒト免疫不
全ウイルスによる免疫機能障害の方も対象。
・接種料金：自己負担1,000円(公費負担3,000円、期間中1回
のみ)。生活保護世帯は個人負担免除(無料)。

・9月末に各世帯への配布チラシにより通知

定期接種対象年齢

▼接種回数
通常接種が行われている年齢
接種が定められている年齢

３
ヶ
月

ポリオ(2回)

ＢＣＧ

日本脳炎

麻しん・風しん

ＤＰＴ　期

ＤＰＴ　期

８
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計画的に予防接種を受けましょう！

●募集人数：300人　　

国民健康保険加入者・・・・・・・260人

その他(職場検診のない方など)・・・40人

●対象者

40歳以上の町民。ただし、社会保険法等の被

保険者、または組合員、また、職場検診のある

方は除く。

※申し込み機会は隔年となりますので、昨年度

受診した方は申し込みできません。

●受付日

平成18年4月14日(金) 午前9：00～

※定員になり次第しめきります。

●受付場所

北谷町役場1Fレセプションホール

●お問い合わせ

健康保険課　�936-1234 内243

人間ドック受診者募集のお知らせ

●高齢者の予防接種(希望者のみ)

予防接種の効果及び安全性のため、最低、次の期間をあ
けることになっています。なお、同じ種類のワクチンを何
回か接種する場合には、それぞれ決められた期間がありま
すので、誤らないようにしましょう。(続けて接種する場
合DPTは3～8週、日本脳炎は1～4週、ポリオは6週以上)

4週間以上あける

4週間以上あける

1週間以上あける

1週間以上あける

不活化ワクチン

生ワクチン

不活化ワクチン

生ワクチン
不活化ワクチン

DPT、DT、T

日本脳炎

生ワクチン

ポリオ、麻しん

風しん、BCG

10/11 (水) 14：00～

ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＢＣＧ

保健相談
センター

7/27 (木) 14：00～

6/6 (火) 14：30～

9/8 (金) 14：30～

12/7 (木) 14：30～

3/9 (金) 14：30～

H18.7.13

H18.5.23

H18.8.25

H18.11.27

H19.2.23

H6.4.2～H7.4.1生

H17.11.25～H18.3.8生

H18.9.10～H18.12.9生
※DPT：Dはジフテリア、Pは百日せき、Tは破傷風
※麻しん・風しんは平成18年4月1日
から混合ワクチンとなります。
※麻しん・風しんの第２期(5～7歳)
は両方の未接種者が対象。
※日本脳炎第３期(14歳～16歳)は、
平成17年7月29日から廃止されて
います。

※お詫びと訂正：広報ちゃたん3月号5ページで、肝炎ウイルス検査の料金を300円と掲載しましたが、700円の誤りで

した。訂正してお詫び申し上げます。

◆健康だより◆ 北谷町保健相談センター　�936-4336
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土地に係る固定資産税の負担調整措置の改正について
平成18年度税制改正により、土地に係る負担調整措置が改められ、これまでの「前年度の課税標

準額に、負担水準の区分に応じて異なる調整率を掛け合わせる方式」から「前年度の課税標準額に、

一律に当該年度の評価額(住宅用地にあっては×1/6、1/3)の5％を加える方式」へ変更され、併せて

課税標準額の下限(20％)が設定されます。

【改正の経緯】

右図は、現在の「評価額」と「課税標準額」の状況を示した

図です。平成６年度に「評価額」が急増したのは、税制改正に

より鑑定評価が導入されたことによります。評価額の急増に伴

って納税者の税負担が急増しないようにするため、「課税標準額」

の上昇をなだらかにする「負担調整措置」が講じられてきまし

たが、まだまだ大きな開きがあります。本来、「評価額＝課税標

準額」とならなければなりません。そのため、今回の改正は

「課税標準額」と「評価額」の開きを速やかに是正することと、

複雑な「負担調整措置の制度」を簡素化し、納税者にわかりや

すい制度に改める観点から実施されます。

【これまでの制度】(H15～H17) 【新しい制度】(H18～H20)

固定資産評価額

固定資産評価額＝前年度課税標準額／当該年度の評価額

固定資産評価額

条例減額制度税 負 担 措 置

税負担措置

前年度課税標準額×1.025

前年度課税標準額×1.05

前年度課税標準額×1.075

前年度課税標準額×1.10

前年度課税標準額×1.15

地価下落率が
15％未満

地価下落率が
15％以上

税負担引下げ
(評価額70％)

税負担引下げ
(評価額70％)

地価下落対
応据置措置

▼

▼

▲

100%

70%

60%

40%

30%

20%

10%

0%

▲

▼

負
担
水
準

100%

70%

60%

20%

0%

税 負 担 措 置

前年度課税標準額＋評価額×5％＝[A]

[A]が評価額×60％を上回る場合は60％

▲

[A]が評価額×20％を下回る場合は20％

▲

条例減額制度
▼

［※地価下落対応据置措置は廃止］

これまで軍用地の評価については地料相当額で評価していましたが、国、県からの指導、通知に基づ

き、平成18年度から標準地鑑定評価の7割を評価額とし、標準地比準方式で評価替えを行いますのでご

理解、ご協力をお願いします。

土地の税額＝課税標準額×1.4％

税務課からのお知らせ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ●お問い合わせ　�936-1234 内193、194

※課税標準額は評価額より低く設定されています。

※負担調整措置…課税標準額の低い土地を評価額に近づけるため、前年度課税標準額の2.5～15％の

調整率の範囲で引き上げを行う方法

S63 H3 H6 H9 H12 H15

■ ▲ ▲ ▲ ▲■▲▲

■

■
■ ■評価額

課税標準額

平成6年度税制改正



Book Post
北谷町立図書館

北谷町字桑江467-1
�936-3542

★僕の妻はエイリアン　(泉 流星 著)

★佐賀のがばいばあちゃん

(島田 洋七 著)

★人生のしくみ (越智 啓子 著)

★バカポジティブ　 (関根 勤 著)

一 般 向 け新刊案
内

※
毎
週
月
曜
日
　
休
館
日

27
日
　
資
料
整
理
日

29
日
　
み
ど
り
の
日

２月の利用状況

(開館日数 23日)

登録者数

利用者数

貸出冊数

110人

3,633人

14,921冊

ご寄贈ありがとうございましたご寄贈ありがとうございました
★「光とともに…～自閉症児を抱えて～①～④巻」

(戸部 けいこ 著)

★「死ぬかと思った」 (林 雄司 著)

★「卒業式のない学校」 (岸本 直美 著)
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○印はお休みです
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はじめて図書館を利用なさる方は『利

用申込書』に必要事項を記入のうえ、カ

ウンター職員に出して下さい(住所・氏名

が確認できるものを持参)。すぐに利用カ

ードを作成します。

・町内に住んでいる方や、在勤、在学さ

れている方はどなたでも利用できます。

(ただし在勤・在学の方は、勤務証明・

学生証が必要になります)

・本、雑誌、紙芝居、視聴覚資料合わせ

て10点まで借りれます。(視聴覚資料は4

点まで)

・パスワード登録をすると、館内にある

検索機や自宅のインターネットで、図書

館のホームページ画面から予約などもで

きます。

北谷町立図書館　利用案内

利用カードの有効期限は3月31日ま

でです。図書館を利用される方は、

年1回の更新が必要です。来館時にカ

ウンターで利用カードの更新を申し

出て下さい(現在お持ちのカードを提

示)。更新手続き後、そのまま利用で

きます。

①免許証や保険証、学生証など本人

確認できるものが必要です。

②在勤・在学の方は『利用申し込み

書』で再申請して下さい。(勤務証

明・学生証が必要です)

③引越しや転勤、卒業で町外へ出ら

れる方は利用カードをお返し下さい。

④団体登録も、再申請が必要です。

『図書館利用カード』
更新のお願い

★かいけつゾロリなぞのおたから大　
さくせん（前編） (原 ゆたか 著)
★福原愛物語　　　(本郷 陽二 著)
★かいけつゾロリ アニメ大図鑑①

(原 ゆたか 著)
《視聴覚資料(DVD)》

★かいけつゾロリ シリーズ

児 童 向 け

★社会人のオキテ　(大條 充能 著)

★デモナータ第2幕　悪魔の盗人

(ダレン・シャン 著)

★ちゃんと話すための敬語の本

(橋本 治 著)

ヤングアダルト向け

楽しかったよ♪
人形劇『チョンダラー』

去った2月12日
(日)、ニライまつ
りで、人形劇団
「かじまやぁ」に
よる人形劇が行
われました。歌、
笑い、格闘シー

ン、宙を飛ぶ人形に、会場からは大きな拍手
や笑い声が聞こえ、迫力ある人形劇に子ども
も大人も楽しめました。

第48回　こどもの読書週間企画展
4月23日(日)～5月12日(金)

標語：「魔法の国へのパスポート」

(内容)

・布の絵本展

・絵本の読み聞かせ

・写真で見る「懐かしの学び舎」

～1960年頃の北谷中学校～

広報　ちゃたん　　　４

みんなで見

に来てね！



3月2日(木)、平成18年第308回北谷町議会定例会の初日に、野国昌春町長が平成18年度の
施政方針演説を行いました。
この中で町長は、「町民との対話を基本に、平和・教育・福祉・環境問題など、町民が安

全・安心・健康で暮らせるまちづくりのための各施策を強力に推進していきます。」と表明し
ました。
施政方針の全内容を、町民の皆様にお知らせします。



広報　ちゃたん　　　２

●●平成平成1818年度施政方針年度施政方針

１
　
は
じ
め
に

本
日
こ
こ
に
平
成
18
年
第
３

０
８
回
北
谷
町
議
会
定
例
会
の

開
催
に
当
た
り
、
平
成
18
年
度

の
町
政
運
営
の
基
本
と
な
る
予

算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
ご

説
明
に
先
立
ち
、
ま
ず
町
政
運

営
に
当
た
っ
て
の
私
の
所
信
の

一
端
を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位

並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。私

は
、
去
る
11
月
の
北
谷
町

長
選
挙
に
お
い
て
、
多
く
の
町

民
の
ご
支
持
・
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
し
て
当
選
の
栄
に
浴
す

る
こ
と
が
で
き
、
第
八
代
北
谷

町
長
と
し
て
向
こ
う
４
年
間
町

政
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
「
町
民
と
の
対

話
」
を
基
本
に
、
平
和
・
教

育
・
福
祉
・
環
境
問
題
な
ど
、

町
民
が
安
全
・
安
心
・
健
康
で

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め

の
各
施
策
を
強
力
に
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
町
民
と
と
も
に

心
合
わ
せ
・
力
合
わ
せ
て
全
力

で
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支
持
・

ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
国
際
社
会
に

お
い
て
は
、
イ
ラ
ク
の
政
治
プ

ロ
セ
ス
が
進
行
す
る
中
で
、
ロ

ン
ド
ン
や
バ
リ
島
な
ど
世
界
各

地
で
テ
ロ
等
が
発
生
す
る
と
と

も
に
、
国
内
に
お
い
て
も
、
抵

抗
で
き
な
い
幼
児
に
対
す
る
誘

拐
殺
人
等
の
悲
し
い
事
件
が
発

生
し
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
で
あ

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
環
境
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
地
球
的
課
題

を
克
復
し
、
持
続
可
能
な
社
会

を
創
成
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ
と

し
た
名
古
屋
地
球
博
に
、
思

想
・
信
条
を
越
え
た
世
界
60
ヶ

国
余
が
参
加
し
た
こ
と
は
、
平

和
共
存
の
道
を
拓
く
時
宜
を
得

た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
な
る
対

話
と
民
主
主
義
で
国
際
平
和
が

構
築
さ
れ
る
よ
う
希
望
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
我
が
国
財
政
は

平
成
17
年
度
予
算
に
お
い
て
４

年
ぶ
り
に
新
規
国
債
発
行
を
減

額
し
た
も
の
の
、
歳
出
の
約

40
％
を
借
金
で
補
う
と
と
も

に
、
平
成
17
年
度
末
の
公
債
残

高
が
約
５
３
８
兆
円(

税
収
の

約
12
倍)
に
達
す
る
と
見
込
ま

れ
る
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
数
次
に
わ
た
り
三
位
一
体
の

改
革
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
財

政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
平
成
23
年
頃
に
は
国
と
地

方
を
合
わ
せ
た
基
礎
的
財
政
収

支(

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス)

を
黒
字
化
す
る
と
の
目
標
を
掲

げ
、
歳
出
・
歳
入
両
面
か
ら
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
構
造
改

革
を
強
力
に
推
進
し
て
お
り
ま

す
。そ

の
結
果
、
構
造
改
革(

基

本
方
針
２
０
０
４)

の
重
点
課

題
だ
っ
た
主
要
銀
行
の
不
良
債

権
比
率
が
平
成
16
年
度
決
算
で

２
・
９
％
と
平
成
14
年
３
月
期

の
半
分
以
下
に
低
下
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
15
年
５
月
に

は
約
５
・
５
％
に
ま
で
増
加
し

た
失
業
率
も
、
企
業
の
体
質
強

化
と
収
益
改
善
を
背
景
に
平
成

17
年
に
は
約
４
・
４
％
ま
で
低

下
し
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
本
県
経
済
に
つ
き
ま

し
て
は
、
沖
縄
経
済
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
産
業
で
あ
る
観
光
部
門

で
は
、
修
学
旅
行
生
の
増
加
や

飛
行
機
の
提
供
座
席
数
が
増
加

し
た
こ
と
で
ホ
テ
ル
稼
働
率
も

堅
調
に
上
昇
し
、
ま
た
、
個
人

消
費
に
お
い
て
も
、
ス
ー
パ
ー

の
新
設
店
効
果
で
売
上
高
が
増

加
す
る
と
と
も
に
、
レ
ン
タ
カ

ー
需
要
に
よ
る
小
型
乗
用
車
の

登
録
台
数
も
増
加
し
、
県
内
業

況
は
「
持
ち
直
し
の
動
き
が
続

い
て
い
る
。
」
と
し
て
お
り
ま

す
。一

方
、
本
県
で
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
い
て

お
り
、
そ
の
転
換
を
図
る
た
め
、

地
域
特
性
を
活
か
し
た
農
林
水

産
業
の
振
興
や
観
光
産
業
の
再

生
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
県
に
お
い
て
は

島
嶼
性
と
亜
熱
帯
気
候
及
び
歴

史
的
な
文
化
性
を
活
か
し
、
国

際
的
な
海
洋
性
リ
ゾ
ー
ト
地
や

国
民
の
総
合
的
な
保
養
の
場
の

拠
点
形
成
を
図
り
、
観
光
・
リ

ゾ
ー
ト
関
連
産
業
の
持
続
的
発

展
に
向
け
た
環
境
整
備
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
の
景

気
対
策
と
し
て
の
公
共
事
業
投

資
や
三
位
一
体
の
改
革
に
伴
う

交
付
税
の
削
減
等
に
よ
り
、
平

成
16
年
度
決
算
の
各
財
政
指
数

を
平
成
15
年
度
と
比
較
す
る

と
、
公
債
費
比
率
は
19
・
８
％

で
１
・
９
％
、
起
債
制
限
比
率

は
11
・
５
％
で
０
・
５
％
、
ま

た
、
経
常
収
支
比
率
は
86
・

３
％
で
５
・
０
％
と
各
々
上
昇

し
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
歳
出
構
造

の
抜
本
的
な
見
直
し
や
歳
入
に

お
い
て
、
施
設
使
用
料
の
検
討
、

地
方
税
の
一
層
の
徴
収
努
力
が
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平
成
18
年
度
の
町
政

に
対
す
る
基
本
方
針

２

求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
が
自
立
し
継
続

的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
多

様
化
す
る
町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
国
や
県
の
財

政
施
策
及
び
諸
制
度
等
の
動
向

を
的
確
に
把
握
し
つ
つ
、
第
四

次
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
、
桑
江

伊
平
土
地
区
画
整
理
事
業
及
び

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事
業

の
一
層
取
り
組
み
を
強
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
日
米
両
政
府
が
合
意

し
た
在
日
米
軍
再
編
協
議
の
中

間
報
告
に
つ
い
て
は
、
中
南
部

の
基
地
や
訓
練
機
能
を
整
理
・

縮
小
す
る
反
面
、
一
方
に
お
い

て
北
部
に
基
地
が
集
中
す
る
パ

ッ
ケ
ー
ジ
論
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
県
全

体
と
し
て
の
基
地
負
担
の
軽
減

に
繋
が
る
も
の
で
な
く
、
ま
た
、

地
元
自
治
体
や
県
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と
な
く
決
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、
到
底
承
服
で
き
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

と
も
、
日
米
両
政
府
の
協
議
内

容
を
注
視
し
つ
つ
、
三
連
協
及

び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
町
民
の
負
担
軽
減
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
北
谷
町
第
四

次
総
合
計
画
の
前
期
基
本
計
画

の
最
終
年
に
な
り
ま
す
。
基
本

構
想
に
定
め
た
町
の
将
来
像
を

平
成
18
年
度
の
町
政
運
営
に

あ
た
り
ま
し
て
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
限
ら

れ
た
人
的
資
源
や
施
設
及
び
財

源
を
効
率
的
に
活
用
し
、
新
た

な
産
業
基
盤
の
整
備
を
図
り
地

域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
し
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
最
小
の
コ
ス
ト
で
最
大
な

効
果
を
講
ず
る
施
策
の
展
開
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
安
全
安
心
で
自
立
し

た
活
力
あ
る
ま
ち
を
築
く
た
め

に
、
地
域
間
の
交
流
及
び
世
代

間
の
交
流
を
促
進
し
、
本
町
に

お
け
る
少
子
高
齢
化
、
核
家
族

化
や
多
様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
変
化
に
対
応
で
き
る
地
域
社

会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
、
平

成
18
年
度
は
平
和
行
政
の
推

進
、
基
地
問
題
の
解
決
促
進
、

返
還
軍
用
地
跡
地
利
用
の
推

進
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創

出
、
健
康
・
福
祉
の
推
進
、
住

み
良
い
住
環
境
の
整
備
、
教

育
・
文
化
等
の
推
進
、
行
政
改

革
等
の
推
進
及
び
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
柱
と
し
て
次

の
と
お
り
町
政
運
営
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

平
和
行
政
の
推
進

第
１
に
、
平
和
行
政
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

戦
後
60
年
が
経
過
し
た
今
日

に
お
い
て
も
、
世
界
の
ど
こ
か

で
紛
争
が
お
き
て
お
り
、
世
界

平
和
の
願
い
は
達
成
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
が
多
数
を
占
め
る

現
在
、
そ
の
悲
惨
さ
を
後
世
に

伝
え
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
実

現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
平
和
行

政
の
推
進
が
よ
り
一
層
重
要
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
も
、
平
和
思
想
の
普

及
や
平
和
教
育
の
推
進
、
沖
縄

戦
並
び
に
広
島
・
長
崎
の
原
爆

被
害
の
悲
惨
な
体
験
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
正
し
く
語
り

継
ぎ
、
戦
争
の
な
い
平
和
な
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

基
地
問
題
の
解
決
促
進

第
２
に
、
基
地
問
題
の
解
決

促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
国
土
面
積
の
わ
ず
か
０
・

６
％
に
過
ぎ
な
い
狭
隘
な
県
土

に
、
在
日
米
軍
専
用
施
設
面
積

の
約
75
％
に
の
ぼ
る
広
大
な
駐

留
軍
用
地
が
存
在
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
町
土
の
約
54
％
を

占
有
す
る
駐
留
軍
用
地
に
よ
っ

て
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
阻
害
を
は
じ
め
、
基
地
か

ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
は
町

民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
10
月
30
日

の
在
日
米
軍
再
編
協
議
に
お
け

る
中
間
報
告
に
つ
い
て
は
、
普

天
間
飛
行
場
の
キ
ャ
ン
プ
・
シ

ュ
ワ
ブ
沿
岸
部
へ
の
移
転
を
は

じ
め
、
嘉
手
納
基
地
へ
の
自
衛

隊
の
共
同
使
用
が
協
議
対
象
と

な
る
な
ど
地
元
の
意
向
を
無
視

し
た
頭
越
し
の
内
容
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
日
米
両
政
府
で
の

協
議
状
況
や
最
終
報
告
の
動
向

に
注
視
し
な
が
ら
、
沖
縄
の
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
適
宜
・

実
現
す
る
た
め
の
各
施
策
を
検

証
し
、
後
期
基
本
計
画
で
の
着

実
な
進
展
を
見
据
え
た
施
策
を

展
開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
自
然
と
人
間
が

調
和
し
た
、
創
造
性
豊
か
な
活

力
あ
る
民
主
的
な
地
域
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
、
住
民
、
企

業
、
行
政
、
関
係
機
関
が
協
働

し
て
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

自
立
・
交
流
・
共
生
、
住
民
と

共
に
創
造
す
る
「
ニ
ラ
イ
の
都

市
」
北
谷
町
を
築
い
て
ま
い
り

ま
す
。
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適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ

ら
に
、
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
な
見
直
し
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
全
県
下
議
会
や

各
団
体
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
も

踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
一
層
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

加
え
て
、
嘉
手
納
基
地
に
特

化
し
て
基
地
使
用
協
定
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
関
係
機
関
に
要

求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。返

還
軍
用
地
跡
地
利
用
の
推

進
第
３
に
、
返
還
軍
用
地
跡
地

利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

返
還
軍
用
地
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
地
域
特
性

を
活
か
し
た
均
衡
あ
る
発
展
と

産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
安
定

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
町
民
が

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
15
年
３
月
末
に
返
還
さ

れ
た
キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区

に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
導
入
に
よ
る
新
市
街
地

整
備
事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
平
成
18
年
度
に

お
い
て
は
仮
換
地
指
定
が
予
定

さ
れ
、
そ
れ
以
降
道
路
や
公
園
、

水
路
な
ど
の
公
共
施
設
整
備
工

事
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
同
地
内
に
お
け
る

貴
重
な
埋
蔵
文
化
財
を
活
用
し

た
生
涯
学
習
や
関
係
施
設
の
整

備
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、

こ
れ
ま
で
の
「
職
住
近
接
型
」

の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
化
し
た

多
様
性
の
あ
る
返
還
軍
用
地
跡

地
利
用
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。平

成
19
年
末
頃
に
返
還
が
予

定
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ン
プ
桑
江

南
側
部
分
に
つ
い
て
は
、
先
に

返
還
さ
れ
た
北
側
部
分
と
一
体

と
な
っ
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
在
日
米
軍
再
編
協

議
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
キ
ャ

ン
プ
瑞
慶
覧
地
区
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
過
重
な
基
地
負
担

の
軽
減
の
実
現
と
地
権
者
を
は

じ
め
地
域
住
民
に
不
利
益
を
生

じ
な
い
よ
う
な
計
画
的
返
還
を

求
め
る
と
と
も
に
、
跡
地
利
用

の
円
滑
な
推
進
に
必
要
な
施
策

を
国
・
県
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

第
４
に
、
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

本
町
の
産
業
構
造
は
、
小
売

商
業
や
観
光
業
の
第
３
次
産
業

に
特
化
し
た
構
造
と
な
っ
て
お

り
、
産
業
振
興
に
お
い
て
は
第

１
に
第
３
次
産
業
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
ま
た
、
水
産
業
、

農
業
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

情
報
化
社
会
の
一
層
の
進
展
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
、
消
費
需
要
の
変

化
、
規
制
緩
和
等
様
々
な
要
因

が
産
業
構
造
に
も
影
響
を
与
え

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の

下
、
本
町
の
将
来
経
済
シ
ス
テ

ム
を
見
据
え
た
産
業
基
盤
の
整

備
に
重
点
を
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

地
場
産
業
の
振
興
策
と
し
て

は
、
泡
盛
用
黒
麹
を
活
用
し
た

事
業
及
び
泡
盛
産
業
、
製
塩
事

業
並
び
に
海
洋
資
源
を
活
用
し

た
産
業
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
は
、
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
基
幹
産
業
と
し

て
、
そ
の
発
展
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
町
に

お
い
て
も
美
浜
メ
デ
ィ
ア
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し
て
、
映
像

関
連
企
業
の
誘
致
及
び
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
の
育
成
等
に
力
を
注

い
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
も
継
続
し
て
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
美
浜
メ
デ
ィ
ア
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
へ
の
指
定
管
理
者
制

度
導
入
を
契
機
と
し
て
、
施
設

の
更
な
る
効
率
的
活
用
と
Ｉ
Ｔ

関
連
企
業
支
援
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
お
い
て
は
､

今
な
お
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

特
に
若
年
層
の
雇
用
問
題
は
深

刻
で
あ
り
ま
す
。
フ
ィ
ッ
シ
ャ

リ
ー
ナ
事
業
及
び
桑
江
伊
平
土

地
区
画
整
理
地
域
へ
の
企
業
誘

致
及
び
既
存
商
業
集
積
地
域
へ

の
情
報
関
連
産
業
や
観
光
産
業

等
の
誘
致
に
よ
り
、
雇
用
・
就

業
の
場
の
確
保
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
町
商
工
会
や
沖
縄
県

の
人
材
育
成
及
び
就
業
支
援
施

策
と
の
連
携
並
び
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
の
連
携
を
図
り
若
年
者

の
就
業
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
・
福
祉
の
推
進

第
５
に
、
健
康
・
福
祉
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。21

世
紀
に
入
り
、
更
に
少
子

高
齢
化
・
核
家
族
化
の
進
行
な

ど
、
本
町
を
取
り
ま
く
社
会
環

境
は
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
生
活

の
根
拠
で
あ
る
地
域
に
根
ざ
し

て
助
け
合
い
、
誰
も
が
安
心
し

て
と
も
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
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を
目
指
す
と
と
も
に
、
す
べ
て

の
町
民
が
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

各
部
局
や
関
係
機
関
と
の
連
絡

体
制
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。特

に
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
す
べ
て
の
町
民
が
、
地

域
の
中
で
支
え
合
い
な
が
ら
共

に
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

保
健
・
福
祉
の
連
携
を
図
っ

て
、
地
域
福
祉
対
策
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
健
康
づ
く
り
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
保
健
医
療
、
介
護
予

防
及
び
自
立
支
援
体
制
の
整
備

の
拡
大
を
図
り
、
高
齢
者
、
障

害
者
、
児
童
及
び
そ
の
家
族
の

立
場
に
立
っ
た
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
社
会
保
障
の
充

実
、
児
童
の
健
全
育
成
を
図
り
、

相
互
扶
助
の
思
い
や
り
の
心
に

満
ち
た
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

ま
た
、
「
健
康
日
本
21
」
及

び
「
北
谷
町
健
康
文
化
と
快
適

な
く
ら
し
の
ま
ち
創
造
プ
ラ

ン
」
並
び
に
「
健
康
ち
ゃ
た
ん

21
」
の
健
康
づ
く
り
の
指
針
に

基
づ
い
た
事
業
を
推
進
し
、
町

民
の
健
康
保
持
・
増
進
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

地
域
に
根
ざ
し
た
食
生
活
の
改

善
の
た
め
の
地
域
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
の
奨
励
な
ど
に
よ
り
町
民
の

健
康
的
な
生
活
習
慣
を
確
立
し

て
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
と

と
も
に
、
町
民
の
生
活
の
質
の

向
上
を
め
ざ
し
、
町
民
と
と
も

に
健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

住
み
良
い
住
環
境
の
整
備

第
６
に
、
住
み
良
い
住
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
西

海
岸
地
域
に
お
い
て
は
返
還
軍

用
地
跡
地
利
用
事
業
及
び
公
有

水
面
埋
め
立
て
事
業
等
に
よ
り

商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
、
急
速

な
市
街
化
が
形
成
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
58
号
か
ら
東
側

地
域
に
お
い
て
は
、
道
路
、
公

園
、
福
祉
施
設
等
の
社
会
資
本

施
設
の
整
備
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
な
お
快
適
な
住
環
境

と
し
て
は
不
十
分
な
地
域
が
あ

り
ま
す
。

西
海
岸
地
域
に
お
い
て
は
、

塩
川
橋
整
備
事
業
や
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
つ
つ
観
光
入
域
者

等
に
も
配
慮
し
た
案
内
板
の
設

置
な
ど
を
実
施
し
、
東
部
地
域

に
お
い
て
は
、
誰
も
が
快
適
に

安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
の
整
備
促
進
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

①
都
市
基
盤
の
整
備

本
町
は
、
町
域
の
約
54
％
を

駐
留
軍
用
地
が
占
め
て
い
る
た

め
、
都
市
交
通
、
住
環
境
等
の

都
市
基
盤
の
整
備
に
大
き
な
支

障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

町
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
上
で
、
社
会
交
流
・
経

済
活
動
を
支
え
る
都
市
基
盤
の

整
備
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
返

還
軍
用
地
跡
地
を
含
め
た
既
成

市
街
地
に
お
け
る
道
路
、
公
園
、

下
水
道
、
河
川
及
び
護
岸
の
整

備
等
町
民
の
日
常
生
活
に
必
要

な
都
市
基
盤
の
整
備
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
急

速
な
市
街
化
に
伴
う
恒
常
的
な

交
通
渋
滞
の
解
消
に
努
め
、
ま

た
日
常
に
お
け
る
救
急
活
動
や

町
民
生
活
の
利
便
性
の
確
保
、

地
域
間
交
流
の
促
進
を
図
り
地

域
の
実
情
に
あ
っ
た
道
路
整
備

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
幹
線
道
路
で
あ
る
県

道
24
号
線
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
と
連

携
し
当
該
事
業
の
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
公

園
が
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
場

所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
所

と
し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た
災
害

時
に
お
け
る
避
難
場
所
と
し
て

適
切
な
誘
致
距
離
の
範
囲
内

で
、
設
置
計
画
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
桑
江
・
伊
平
土
地
区
画
整

理
地
内
の
雨
水
排
水
・
下
水
道

整
備
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
町
内
の
下
水
道
普
及
率
及

び
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

河
川
及
び
護
岸
の
整
備
等
に

つ
い
て
は
、
水
害
か
ら
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
白
比
川
の
河

川
改
修
事
業
及
び
宮
城
海
岸
高

潮
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

主
体
で
あ
る
県
と
連
携
を
図
り

促
進
し
て
い
き
ま
す
。

②
環
境
共
生
型
社
会
の
形
成

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
平
成

12
年
度
に
「
循
環
型
社
会
形
成

推
進
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
、

環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
む
け

て
廃
棄
物
の
減
量
化
と
適
正
な

処
理
に
関
す
る
法
整
備
を
図

り
、
実
効
性
の
あ
る
取
り
組
み

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
も
、
「
ゼ

ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
イ
ラ
ン

ド
沖
縄
」
及
び
「
み
ん
な
で
つ

●●平成平成1818年度施政方針年度施政方針
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く
る
清
ら
島
沖
縄
ア
ジ
ェ
ン
ダ

21(

構
想)

」
を
策
定
し
、
各
種

の
環
境
保
全
へ
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。本

町
に
お
い
て
は
、
環
境
保

全
活
動
の
推
進
母
体
と
な
る
住

民
、
事
業
者
及
び
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
分

別
収
集
に
よ
る
再
資
源
化
を
推

進
し
、
人
と
自
然
が
調
和
す
る

環
境
共
生
型
社
会
の
形
成
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

③
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の
形
成

本
町
は
近
年
都
市
化
が
進

み
、
今
後
も
各
種
事
業
の
進
展

に
よ
り
本
町
へ
の
入
域
者
数
の

増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
ま
ち
が
よ
り
発
展

す
る
た
め
に
は
、
住
民
は
勿
論

の
こ
と
、
ま
ち
を
訪
れ
る
人
々

が
安
全
で
安
心
し
て
憩
い
、
そ

し
て
学
び
、
遊
べ
る
環
境
づ
く

り
は
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
平
成
16
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
「
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
主
軸

に
「
ち
ゅ
ら
ひ
と
づ
く
り
」
、

「
ち
ゅ
ら
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
ち

ゅ
ら
ゆ
い
づ
く
り
」
の
「
ち
ゅ

ら
さ
ん
運
動
」
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

教
育
・
文
化
等
の
推
進

第
７
に
、
教
育
・
文
化
等
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。国

際
化
、
情
報
化
、
科
学
技

術
の
進
展
及
び
地
方
分
権
化
に

よ
り
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
に
あ
っ
て
、
普
遍
的
で

個
性
的
な
文
化
の
創
造
と
郷
土

の
自
然
や
文
化
に
誇
り
を
持

ち
、
英
知
と
創
造
性
に
満
ち
た

次
代
を
担
う
人
材
育
成
を
目
標

と
し
た
教
育
施
策
を
総
合
的
に

推
進
し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま

す
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

人
間
形
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
基

礎
学
力
の
向
上
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
操
作
・
活
用
能
力
の
育

成
、
英
語
教
育
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
健
康
で
た
く
ま

し
い
幼
児
児
童
生
徒
を
育
成
す

る
た
め
に
、
積
極
的
に
体
育
や

部
活
動
等
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

取
り
組
み
、
道
徳
教
育
や
体
験

活
動
を
重
視
し
た
心
豊
か
な
教

育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
生

涯
学
習
社
会
の
形
成
を
目
標
と

し
、
多
様
化
す
る
町
民
の
学
習

ニ
ー
ズ
に
即
し
て
、
町
民
が
い

つ
で
も
自
由
に
学
習
機
会
を
選

択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
学
習
の
成
果
が
適
切

に
評
価
さ
れ
、
人
々
が
生
き
が

い
を
も
ち
豊
か
な
人
生
を
築
く

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
構
築
を

め
ざ
し
た
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
町
民
の

生
涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
拠

点
と
な
る
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ

る
年
齢
階
層
の
多
様
な
学
習
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

地
域
情
報
の
発
信
や
町
民
交
流

の
拠
点
と
し
て
の
機
能
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
及

び
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し

て
青
少
年
の
体
験
活
動
事
業
等

を
開
催
し
、
健
全
な
成
長
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
引

き
続
き
施
設
の
整
備
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、
埋

蔵
文
化
財
の
確
認
発
掘
調
査
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
伊
礼
原
Ｃ
遺
跡
の
国
指
定

に
向
け
て
取
り
組
み
、
ま
た
重

要
な
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ

の
保
存
・
整
備
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
芸
術
・
文
化

の
発
表
や
優
れ
た
伝
統
芸
能
鑑

賞
等
や
青
少
年
に
よ
る
創
作
劇

事
業
等
を
継
続
し
て
実
施
し
、

情
操
の
涵
養
や
芸
術
活
動
へ
の

参
加
の
気
運
を
高
め
て
い
き
ま

す
。

行
政
改
革
等
の
推
進

第
８
に
、
行
政
改
革
等
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。国

に
お
い
て
は
、
地
方
分
権

を
財
政
面
か
ら
推
進
す
る
「
三

位
一
体
の
改
革
」
が
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
国
債
発
行
額

が
平
成
17
年
度
末
に
は
、
５
３

８
兆
円
に
達
す
る
見
込
み
で
あ

り
、
そ
の
具
体
的
な
解
消
策
も

示
さ
れ
て
な
い
ま
ま
、
地
方
の

財
源
は
地
方
交
付
税
の
削
減
等

に
よ
る
歳
入
不
足
や
健
康
・
福

祉
等
経
費
の
増
額
に
よ
り
急
速

に
悪
化
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
対
応
す
る
た
め
に

行
政
改
革
大
綱
等
を
基
本
に
各

種
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
や

補
助
金
見
直
し
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
、
広
域
行
政
や
経

費
の
節
減
合
理
化
等
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

国
の
依
存
財
源
が
年
々
削
減
さ

れ
る
中
、
今
後
と
も
安
定
的
に

町
政
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
現
在
の
「
三
位
一
体

の
改
革
」
が
終
了
し
た
あ
と
の

平
成
19
年
度
以
降
の
第
二
次
の

改
革
も
視
野
に
入
れ
、
徹
底
し

た
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
を
構
築

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
行
政
改
革
大
綱
や
新
地

方
行
政
改
革
に
基
づ
く
五
年
間

の
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策

定
し
、
組
織
の
見
直
し
や
財
政

●●平成平成1818年度施政方針年度施政方針
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平
和
行
政
と
基
地
問
題
の
解

決
平
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
中
・
高
校
生
に
対
す
る
平

和
教
育
の
一
環
と
し
て
の
「
広

島
・
長
崎
平
和
学
習
派
遣
事

業
」
や
「
戦
時
体
験
者
講
話
」

を
実
施
し
、
戦
争
体
験
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
沖
縄
戦
並
び

に
原
爆
被
害
の
実
相
を
次
世
代

に
正
し
く
継
承
し
、
平
和
の
尊

さ
の
普
及
に
努
め
る
と
と
も

に
、
憲
法
講
演
会
を
引
き
続
き

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
10
月
22

日
の
「
北
谷
町
民
平
和
の
日
」

の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
そ
の

意
義
を
共
有
す
る
た
め
に
「
平

和
推
進
旬
間
」
中
に
「
平
和
祈

念
祭
」
を
開
催
し
、
平
和
に
関

す
る
諸
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
駐

留
軍
用
地
の
返
還
に
関
す
る
問

題
や
軍
人
・
軍
属
に
よ
る
事
件

事
故
へ
の
緊
急
な
対
応
な
ど
の

様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
の
解
決
に
際
し
て
は
、

的
確
な
現
状
把
握
を
踏
ま
え
た

慎
重
か
つ
時
宜
を
得
た
行
動
を

展
開
し
ま
す
。
特
に
、
米
軍
航

空
機
関
係
の
事
故
に
つ
い
て
は

規
制
措
置
の
厳
守
を
は
じ
め
民

間
上
空
で
の
飛
行
中
止
や
訓
練

の
縮
小
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
嘉
手
納
飛
行
場
に

起
因
し
て
発
生
す
る
事
件
事
故

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
市
・
北
谷

町
・
嘉
手
納
町
に
よ
る
三
市
町

連
絡
協
議
会
で
共
同
し
て
原
因

究
明
と
再
発
防
止
策
の
速
や
か

な
公
表
と
安
全
管
理
の
徹
底
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

手
納
飛
行
場
か
ら
発
生
す
る

航
空
機
騒
音
の
対
策
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
日
米
両
政
府

に
そ
の
軽
減
措
置
を
求
め
、
空

調
設
備
の
維
持
費
問
題
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
住

み
よ
い
住
環
境
の
回
復
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

観
光
産
業
は
、
総
合
産
業
で

あ
り
関
連
産
業
へ
の
波
及
効
果

が
大
き
く
、
経
済
を
担
う
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
、
本
町
ま
ち
づ
く
り
の

重
要
施
策
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
は
観
光
産
業
を
発
展
促

進
す
る
た
め
、
情
報
の
提
供
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
観
光
客
の

誘
致
及
び
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
等
が
効
率
的
に
実
施
で
き
る

よ
う
観
光
関
連
事
業
者
や
町
商

工
会
と
連
携
を
密
に
し
、
観
光

協
会
の
設
立
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

本
町
西
海
岸
一
帯
は
美
し
い

珊
瑚
礁
を
有
し
て
お
り
、
様
々

な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
特
に
ホ
テ
ル
開

業
後
は
、
海
の
魅
力
を
求
め
て
、

県
外
客
が
多
く
な
る
に
つ
れ
、

ダ
イ
ビ
ン
グ
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ

ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
等
の
需
要

も
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
適

切
に
対
応
す
る
た
め
、
関
係
団

体
と
連
携
し
、
利
用
者
が
安
心

し
て
楽
し
め
る
海
面
利
用
の
ル

ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
の
種
類
に
よ
っ
て
最
適
な

場
所
を
設
定
す
る
な
ど
の
き
め

細
か
い
施
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
海
岸
環
境
の
保
全
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

情
報
関
連
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
「
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
」
指
定
の
制
度
を
活
用

し
、
引
き
続
き
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
を
支
援
し
雇
用
の
促

３
　
部
門
別
主
要
施
策

負
担
の
軽
減
・
効
率
性
の
向
上

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。
特
に
、

地
方
分
権
等
に
伴
う
事
務
事
業

等
の
増
加
や
効
率
化
に
対
応
す

る
た
め
に
組
織
機
構
の
見
直
し

が
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
職
員

定
数
の
問
題
も
含
め
て
機
構
改

革
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
桑
江
返
還
地

の
職
住
近
接
型
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
に
、
公
有
普

通
財
産
の
効
率
的
運
用
に
よ
り

産
業
振
興
用
地
を
確
保
し
て
ま

い
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

第
９
に
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
は
、
男
女
が
お
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
そ
の
個
性
と
責
任
を

十
分
発
揮
で
き
る
社
会
を
め
ざ

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
本
町
に
お
い
て
は
、
想
定
さ

れ
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
対
象
と

し
た
「
北
谷
町
ニ
ラ
イ
の
ま
ち

づ
く
り
男
女
共
同
参
画
社
会
実

施
計
画
」
を
策
定
し
、
目
標
達

成
に
向
け
全
庁
あ
げ
て
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
は
、「
実
施
計
画
」

に
基
づ
く
各
施
策
を
着
実
に
実

施
す
る
た
め
、
全
庁
的
取
り
組

み
の
強
化
を
は
じ
め
、
町
内
各

女
性
団
体
の
情
報
交
換
会
や
町

民
向
け
の
各
種
講
座
を
開
催

し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
を
目
指
し
た
諸
施
策
を
計
画

的
に
推
進
し
ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

次
に
、
平
成
18
年
度
の
部
門

別
主
要
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。
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進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｔ

関
連
研
修
や
各
種
技
能
講
座
を

開
催
し
、
情
報
通
信
関
連
産
業

の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
農
地
の

有
効
利
用
、
収
益
性
の
あ
る
作

物
の
栽
培
等
を
支
援
し
農
業
の

振
興
を
図
り
ま
す
。

推
進
中
の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
整
備
事
業
は
、
漁
業
と
マ
リ

ン
産
業
の
融
合
し
た
複
合
産
業

の
振
興
を
目
的
と
し
て
お
り
、

水
産
業
の
振
興
並
び
に
西
海
岸

一
帯
の
活
性
化
、
観
光
客
や
住

民
の
余
暇
活
動
及
び
体
験
学
習

の
場
と
し
て
大
き
く
寄
与
す
る

事
業
で
あ
り
地
域
特
性
を
活
か

し
た
企
業
誘
致
活
動
を
引
き
続

き
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

水
産
漁
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
事
業

と
連
携
し
、
ト
コ
ブ
シ
、
海
ぶ

ど
う
、
珊
瑚
等
の
養
殖
技
術
の

確
立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

陸
上
養
殖
の
推
進
に
向
け
た
海

水
取
水
施
設
の
整
備
や
販
路
拡

大
の
事
業
を
支
援
し
、
漁
業
従

事
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
及
び

漁
業
の
付
加
価
値
を
高
め
た
多

角
的
・
安
定
的
漁
業
経
営
の
確

立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
・
強
化
を
図

り
人
材
育
成
、
職
業
能
力
開
発

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
中
小
企
業
の
雇
用
者
の
福

利
厚
生
面
を
支
援
す
る
沖
縄
中

部
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
及
び
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
勤
労
者
の
福

祉
の
向
上
、
高
齢
者
の
雇
用
を

促
進
し
ま
す
。

健
康
・
福
祉
の
増
進

地
域
福
祉
つ
い
て
は
、
地
域

福
祉
の
推
進
の
担
い
手
と
な
る

社
会
福
祉
協
議
会
の
基
盤
強
化

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図

る
と
と
も
に
、
民
生
委
員
・
児

童
委
員
、
社
会
福
祉
団
体
な
ど

と
緊
密
な
連
携
の
も
と
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
皆
さ
ん
が
担
う

こ
と
が
で
き
る
地
域
福
祉
活
動

を
推
進
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

す
べ
て
の
高
齢
者
を
地
域
住
民

が
と
も
に
支
え
合
い
、
見
守
る

と
い
う
「
安
心
と
や
す
ら
ぎ
の

あ
る
高
齢
者
の
生
活
」
を
地
域

で
支
え
る
仕
組
み
の
構
築
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
個
々
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
、
い
つ
ま
で
も
身
近
な

地
域
で
適
切
な
援
助
を
受
け
な

が
ら
自
ら
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

し
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く

こ
と
を
支
援
す
る
拠
点
と
し

て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
各
種
の
地
域
生
活

支
援
事
業
や
介
護
予
防
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

児
童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
育
成
支
援
施
策
を
最
も
重

要
な
課
題
と
位
置
づ
け
、
「
ち

ゃ
た
ん
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

プ
ラ
ン
」
の
具
体
的
な
施
策
を

推
進
し
ま
す
。

特
に
、
課
題
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
待
機
児
童
解
消
の
一
環

と
し
て
、
第
一
保
育
所
の
改
築

事
業
及
び
認
可
保
育
所
の
増
設

を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
館
の

充
実
や
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
整
備
事
業
を
推
進
し
ま

す
。さ

ら
に
、
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
、
一
時
保
育
な
ど
の

特
別
保
育
事
業
の
充
実
強
化
を

図
り
ま
す
。

今
日
、
児
童
虐
待
は
大
き
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
子
育
て
や
児

童
の
虐
待
に
関
す
る
相
談
が
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
要
保
護

児
童
の
早
期
発
見
を
促
進
す
る

「
北
谷
町
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
」(

通
称：

子
ど
も

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト)

の
円

滑
な
運
用
を
図
り
、
要
保
護
児

童
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を

推
進
し
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等(

母
子
家

庭
、
寡
婦
及
び
父
子
家
庭)

の

福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
経
済

的
支
援
と
と
も
に
、
自
立
促
進

の
た
め
の
総
合
的
な
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

特
に
、
母
子
・
父
子
家
庭
等

医
療
費
助
成
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
、
北
谷
町
母
子
寡
婦
福

祉
会
へ
の
助
成
等
ひ
と
り
親
家

庭
等
の
福
祉
の
充
実
を
図
り
ま

す
。障

害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

支
援
費
制
度
の
対
象
に
含
ま
れ

て
い
な
い
精
神
障
害
者
の
方
も

含
め
、
障
害
者
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
安
定
的
な
制
度
の
下
で

利
用
で
き
る
よ
う
、
障
害
保
健

福
祉
施
策
の
各
種
の
抜
本
的
な

改
革
を
行
う
障
害
者
自
立
支
援

法
が
平
成
18
年
４
月
か
ら
段
階

的
に
施
行
さ
れ
ま
す
。

制
度
の
周
知
を
図
り
、
障
害

者
が
自
分
ら
し
く
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
な
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
す
と
と
も
に
、

「
障
害
者
福
祉
計
画
」
を
策
定

し
、
具
体
的
施
策
の
推
進
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

特
に
、
心
身
障
害
者
等
授
産

事
業
所
「
青
空
」
と
北
谷
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
事
業
主
体
で

あ
る
小
規
模
通
所
授
産
施
設

「
ニ
ラ
イ
の
里
」
の
有
機
的
な

一
元
化
を
図
り
、
自
立
支
援
給

付
制
度
の
適
用
に
向
け
た
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
つ
い

て
は
、
生
涯
を
通
じ
た
住
民
の

健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
努
め
る
と
と
も

に
、
「
北
谷
町
健
康
文
化
と
快

適
な
く
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り
創

造
プ
ラ
ン
」
や
「
健
康
日
本
21
」

の
指
針
を
踏
ま
え
、
個
々
の
状

況
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
を
支

援
し
ま
す
。
ま
た
、
「
健
康
ち

ゃ
た
ん
21
」
の
指
針
に
基
づ
い
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め
町
民
の
疾
病
の
実
態
や
医
療

費
の
現
状
等
を
正
確
に
分
析

し
、
町
民
の
健
康
の
保
持
・
増

進
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

国
民
年
金
に
つ
い
て
は
、
無

年
金
者
の
発
生
を
防
止
す
る

為
、
国
と
連
携
し
て
制
度
周
知

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
強
化

し
ま
す
。

住
み
良
い
住
環
境
の
整
備

町
民
が
安
心
し
て
、
快
適
に

生
活
を
営
ん
で
い
く
上
で
、
都

市
基
盤
施
設
の
整
備
は
重
要
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
観
点

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
基
盤
施

設
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
施
策

を
展
開
し
ま
す
。

①
道
路
の
整
備

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
交

通
量
の
増
加
に
よ
る
幹
線
道
路

の
交
通
渋
滞
の
緩
和
・
解
消
を

図
り
、
円
滑
な
交
通
機
能
を
確

保
す
る
た
め
、
県
道
24
号
線
バ

イ
パ
ス
道
路
を
促
進
す
る
と
も

に
、
交
通
の
安
全
と
日
常
生
活

の
利
便
性
を
確
保
す
る
た
め
、

生
活
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き

推
進
し
ま
す
。

東
部
地
域
に
お
い
て
は
、
旧

役
場
前
線
新
設
道
路
整
備
事

業
、
北
玉
４
号
線
改
良
舗
装
事

業
、
桑
江
５
号
線
改
良
事
業
及

び
宇
地
原
１
号
線
新
設
道
路
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
に
つ
い
て
は
、
桑
江
17
号
線

の
整
備
に
加
え
、
他
の
路
線
も

整
備
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
桑
江
浜
川
線
・
宮
城

１
号
線
交
差
点
改
良
事
業
等
の

継
続
事
業
等
に
つ
い
て
も
着
実

に
実
施
し
、
地
域
の
交
通
の
安

全
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

②
施
設
サ
イ
ン
計
画
の
推
進

本
町
を
訪
れ
る
人
々
が
、
町

内
の
公
共
施
設
及
び
観
光
施
設

等
の
目
的
地
に
わ
か
り
や
す
く

到
達
で
き
る
よ
う
な
案
内
・
誘

導
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
り
、

平
成
18
年
度
は
「
ま
ち
づ
く
り

交
付
金
」
制
度
を
活
用
し
た
西

海
岸
地
区
の
案
内
看
板
の
設
置

を
実
施
し
、
来
訪
者
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
ま

す
。

③
公
園
緑
地
等
の
整
備

本
町
の
公
園
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
整
備
が
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ

れ
ら
の
整
備
済
み
公
園
に
つ
い

て
の
利
便
性
を
高
め
、
更
な
る

町
民
の
健
康
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。特

に
、
町
民
の
利
用
度
の
高

い
北
谷
公
園
と
安
良
波
公
園
に

つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
に
お

い
て
設
置
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
、
利
用
者
の
健
康
づ

く
り
に
利
活
用
さ
れ
て
お
り
、

平
成
18
年
度
に
は
、
両
公
園
を

一
体
と
し
て
歩
行
者
が
安
全
に

施
設
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
塩
川
に
歩
行
者
専
用
歩

道
橋
を
建
設
し
、
利
用
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

東
部
地
域
に
お
け
る
住
環
境

の
整
備
を
図
る
た
め
、
宇
地
原

公
園
整
備
事
業
に
着
手
し
、
ま

た
、
北
玉
地
域
へ
の
公
園
の
設

置
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

宇
地
原
公
園
に
つ
い
て
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
用
地
買
収
及

び
物
件
補
償
交
渉
を
着
手
し
、

平
成
22
年
度
完
成
を
目
指
し
取

り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
北
玉
地
域
へ
の
公
園

整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年

度
に
実
施
い
た
し
ま
し
た
東
部

地
域
住
宅
地
区
改
良
事
業
等
計

画
基
礎
調
査
に
お
け
る
地
域
の

要
望
を
集
約
し
、
位
置
選
定
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

④
上
水
道
の
整
備

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経

営
の
健
全
化
に
努
め
、
限
り
あ

る
水
資
源
の
確
保
を
目
的
に
漏

水
調
査
を
引
き
続
き
強
化
し
て

高
有
収
率
の
確
保
を
目
指
す
と

と
も
に
、
経
年
劣
化
し
た
管
の

布
設
替
え
を
引
き
続
き
推
進
し

ま
す
。

平
成
18
年
度
に
お
い
て
は
、

施
設
や
管
路
に
関
す
る
情
報
整

備
を
図
り
、
水
道
管
路
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
沖
縄
北

谷
線(

県
道
23
号)

の
老
朽
管
の

布
設
替
え
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

て
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
保

健
事
業
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
な

っ
て
い
る
町
民
の
食
生
活
を
改

善
す
る
た
め
、
食
生
活
改
善
推

進
員
養
成
講
座
を
引
き
続
き
開

講
す
る
と
と
も
に
、
同
推
進
員

に
よ
る
地
域
活
動
を
活
発
に
推

進
し
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
被

保
険
者
の
生
活
習
慣
病
対
策
と

し
て
、
国
が
推
奨
助
成
し
て
い

る
「
国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
」

制
度
を
活
用
し
て
、
各
種
健
康

教
育
、
各
種
健
康
相
談
等
を
実

施
し
、
個
々
の
被
保
険
者
の
自

主
的
な
健
康
増
進
及
び
疾
病
予

防
を
図
り
、
ひ
い
て
は
被
保
険

者
の
人
生
・
生
活
の
質(

Ｑ
Ｏ

Ｌ)

の
向
上
を
通
し
た
将
来
的

な
医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て

は
、
「
健
や
か
親
子
21
」
、
「
北

谷
町
母
子
保
健
計
画
」
及
び

「
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

の
健
康
づ
く
り
の
指
針
に
基
づ

い
た
事
業
を
推
進
し
、
す
べ
て

の
女
性
が
安
心
し
て
出
産
・
育

児
が
で
き
、
す
べ
て
の
子
ど
も

が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
地
域

社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
、
各

種
母
子
保
健
事
業
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い

て
は
、
医
療
保
険
制
度
を
安
定

的
に
維
持
し
運
営
し
て
い
く
た

●●平成平成1818年度施政方針年度施政方針
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事
業
区
域
へ
の
配
水
事
業
を
行

う
た
め
、
桑
江
伊
平
地
内
配
水

管
布
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

⑤
下
水
道
の
整
備

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
桑
江
伊
平
土
地
区
画
整
理

地
内
の
雨
水
排
水
・
下
水
道
整

備
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
施
設
の
改
築
に
つ
い
て
は
、

老
朽
化
及
び
将
来
の
処
理
汚
水

量
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

宮
城
中
継
ポ
ン
プ
場
の
建
替
え

に
つ
い
て
調
査
研
究
を
実
施
し

ま
す
。

町
内
の
下
水
道
普
及
率
及
び

水
洗
化
率
の
向
上
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。

⑥
河
川
・
海
岸
の
整
備

河
川
・
海
岸
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
安
全
で
快
適
な
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
も
治
水
機

能
や
海
岸
護
岸
の
防
護
機
能
の

強
化
に
加
え
親
水
性
に
も
配
慮

し
た
潤
い
の
あ
る
水
辺
空
間
の

創
造
を
図
り
な
が
ら
、
白
比
川

の
河
川
改
修
事
業
及
び
宮
城
海

岸
高
潮
対
策
事
業
の
早
期
完
成

に
向
け
て
、
河
川
管
理
者
で
あ

る
県
と
連
携
し
な
が
ら
、
整
備

を
促
進
し
ま
す
。

⑦
環
境
共
生
型
社
会
の
推
進

環
境
共
生
型
社
会
形
成
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
住
民
や
事
業

者
及
び
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
ご
み
排
出
の
抑
制
、
再
利

用
、
再
生
利
用
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ク
リ
ー
ン
指

導
員
と
連
携
し
ゴ
ミ
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
を
一
層
推
進
す

る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
再
資
源

化
の
た
め
の
草
木
類
に
つ
い
て

も
処
理
施
設
の
活
用
を
図
り
、

一
層
の
減
量
化
・
再
資
源
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
マ
イ

バ
ッ
グ
運
動
の
推
進
及
び
一
般

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
対
策
の
強

化
等
に
よ
り
環
境
共
生
型
社
会

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

一
般
ゴ
ミ
の
収
集
・
運
搬
に

つ
い
て
は
、
経
費
の
節
減
及
び

効
率
化
を
図
る
た
め
の
調
査
研

究
に
取
り
組
み
ま
す
。

倉
浜
衛
生
施
設
組
合
の
ゴ
ミ

処
理
施
設
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
や
処
理
能
力
不
足
な
ど
の
問

題
点
を
抱
え
て
お
り
、
こ
れ
に

代
わ
る
新
炉
建
設
を
推
進
し
ま

す
。火

葬
場
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
比
謝
川
行
政
事
務
組
合
に

お
い
て
調
査
・
研
究
を
継
続

し
、
整
備
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

⑧
防
犯

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
県
が
制
定
し
た
「
ち
ゅ
ら
う

ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
主
軸
に
、
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
安
全
で
安
心
し
て
住

め
る
ま
ち
の
実
現
に
取
り
組
み

ま
す
。

一
つ
目
に
、
「
ち
ゅ
ら
ひ
と

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
町
、
地
域
が
連
携
し
、

「
規
範
意
識
の
醸
成
」
、
「
躾
教

育
」
に
重
点
を
お
い
た
「
ス
ケ

ー
ト
ボ
ー
ド
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー

ス
ク
ー
ル
」
を
今
後
も
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
一
翼
を
担
っ

て
い
け
る
よ
う
強
力
に
推
進
し

ま
す
。

二
つ
目
は
、
「
ち
ゅ
ら
ゆ
い

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
青
色

回
転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
防
犯
組
織

の
設
立
や
活
動
等
を
支
援
し
て

い
き
ま
す
。

三
つ
目
は
、
「
ち
ゅ
ら
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
町
道

北
前
安
良
波
線
か
ら
安
良
波

線
・
桑
江
浜
川
線
の
桑
江
中
学

校
付
近
ま
で
の
約
２
㎞
の
区
間

に
お
い
て
防
犯
灯(

青
色)

を
設

置
し
て
お
り
、
今
後
と
も
継
続

的
に
他
地
域
へ
拡
大
し
て
い
き

ま
す
。

⑨
交
通
安
全

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
根
幹
を
な
す
法
令
の

遵
守
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
町
民
や
本
町
へ
入
域
す
る

方
々
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

思
想
の
普
及
、
啓
発
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、
交
通
三
悪

の
中
で
も
依
然
後
を
絶
た
な
い

飲
酒
運
転
及
び
暴
走
族
や
そ
れ

に
伴
い
蝟
集
す
る
者
等
の
追
放

を
図
り
ま
す
。

⑩
消
防
・
防
災

消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
町
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
の
保
護
を
具
体
的
、
実
践

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ニ
ラ
イ

消
防
と
連
携
し
、
防
災
計
画
に

沿
っ
た
対
応
の
推
進
を
図
り
ま

す
。災

害
時
の
対
策
と
し
て
は
、

町
民
に
対
し
今
後
も
防
災
マ
ッ

プ
等
の
活
用
に
よ
り
、
町
内
の

災
害
危
険
区
域
、
避
難
所
施
設

等
の
周
知
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
食
料
や
飲
料
水
の
備
蓄
に

つ
い
て
は
、
携
帯
用
リ
ュ
ッ
ク

式
水
袋
を
年
次
的
に
増
や
し
、

複
数
の
避
難
所
に
備
蓄
し
て
ま

い
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
お
き
ま
し
て

は
、
本
町
西
海
岸
地
域
に
お
い

て
、
津
波
災
害
に
対
す
る
緊
急

避
難
場
所
の
周
知
を
図
る
等
の

啓
蒙
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

津
波
警
報
発
令
時
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ

の
活
動
拠
点
と
な
る
ニ
ラ
イ
消

防
本
部
と
三
町
村
相
互
の
消
防

業
務
の
連
携
強
化
を
図
り
ま

す
。教

育
・
文
化
等
の
推
進

幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
生
活
習
慣
や
道
徳
性
の

芽
生
え
を
培
う
と
と
も
に
、
終

●●平成平成1818年度施政方針年度施政方針



11 広報　ちゃたん

園
後
の
預
か
り
保
育
を
本
格
的

に
実
施
し
、
就
学
前
の
集
団
生

活
を
重
視
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
基

礎
学
力
の
向
上
や
情
報
教
育
の

促
進
、
読
書
活
動
、
英
語
活
動

等
に
よ
る
学
力
向
上
や
教
育
課

程
の
工
夫
・
改
善
に
努
め
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
「
小
学

校
英
語
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
及
び

「
命
の
大
切
さ
を
学
ば
せ
る
体

験
活
動
」
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
職
場
見
学
や
職
場
体
験
等

の
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

幼
児
児
童
生
徒
の
安
全
に
つ
い

て
は
、
学
校
に
お
け
る
安
全
指

導
及
び
安
全
教
育
を
は
じ
め
、

学
校
、
家
庭
、
地
域
及
び
関
係

団
体
・
機
関
と
連
携
し
た
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
や
社
会
教
育
団
体
の
主
体
的

な
学
習
活
動
や
社
会
教
育
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
ニ
ー
ズ
に

即
し
た
学
級
・
講
座
や
研
修
等

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、

「
一
人
一
ス
ポ
ー
ツ
」
を
基
本

に
、
健
康
づ
く
り
と
一
体
と
な

っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
推
進

し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
を
中
心
に
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
団

体
活
動
、
地
域
活
動
、
社
会
体

験
活
動
へ
の
参
加
を
促
進
し
、

社
会
性
や
豊
か
な
人
間
性
を
育

ん
で
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
子

ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
を

め
ざ
し
て
文
部
科
学
省
補
助
に

よ
る
地
域
子
ど
も
教
室
推
進
事

業
等
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て

は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
環
境

対
策
と
い
っ
た
時
代
の
要
請
や

町
民
の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
講
座
・
教
室
等
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の

連
携
を
図
り
開
催
す
る
と
と
も

に
、
生
涯
学
習
情
報
の
発
信
や

町
民
交
流
拠
点
と
し
て
の
活
用

促
進
を
図
り
ま
す
。

町
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
講
座
や
講
演
会
等
の
事
業

に
よ
っ
て
、
町
民
の
読
書
活
動

の
推
進
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

町
内
各
小
中
学
校
及
び
各
地
区

公
民
館
、
各
地
域
児
童
館
へ
の

図
書
集
配
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に

よ
っ
て
、
学
校
支
援
や
地
域
支

援
を
充
実
さ
せ
、
乳
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
町
民
が

利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
め

ざ
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、
埋

蔵
文
化
財
の
確
認
発
掘
調
査
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
伊
礼
原
Ｃ
遺
跡
の
国
指
定

重
要
文
化
財
の
指
定
に
向
け
取

り
組
み
、
整
備
事
業
を
推
進
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
芸
術
文
化
の

振
興
施
策
と
し
て
伝
統
芸
能
を

鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た

め
、
カ
ナ
イ
ホ
ー
ル
を
活
用
し

た
芸
術
文
化
事
業
の
展
開
や
芸

術
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、

創
造
性
に
富
ん
だ
文
化
風
土
を

作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

青
少
年
に
よ
る
創
作
劇
を
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
演
じ
る
喜
び

と
芸
術
活
動
へ
の
参
加
の
気
運

を
高
め
て
い
き
ま
す
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
の
屋
外
運
動
場
へ
の
ス
プ

リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
事
業
を
重
点

的
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
北

谷
中
学
校
屋
外
運
動
場
へ
の
夜

間
照
明
施
設
を
設
置
し
、
多
様

で
効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
17
年
度

か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る
伝
統

木
造
建
築
物
「
う
ち
な
ぁ
家
」

の
活
用
を
図
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
美
浜
地
区
学
習
等
供
用
施

設
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の

活
動
拠
点
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
場
と
し
て
の
整
備
に
向
け
調

査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
食
生
活
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
、

食
行
動
の
多
様
化
が
進
む
中

で
、
偏
っ
た
栄
養
摂
取
、
肥
満

の
増
加
、
生
活
習
慣
病
の
若
年

化
な
ど
の
健
康
問
題
が
顕
著
化

し
て
き
て
い
る
状
況
に
鑑
み
、

学
校
給
食
を
通
し
て
児
童
一
人

一
人
が
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身

に
つ
け
、
自
ら
の
健
康
管
理
が

で
き
る
よ
う
な
指
導
や
食
育
を

実
施
し
、
給
食
活
動
を
通
じ
て

豊
か
な
心
の
育
成
と
社
会
性
を

涵
養
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

行
政
改
革
等
の
推
進

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
組

織
機
構
の
強
化
の
た
め
に
課
の

再
編
や
、
Ｏ
Ａ
化
推
進
に
よ
る

事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
、
職

員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

の
実
施
な
ど
に
取
り
組
み
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
参

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
日
の

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
本
町
で
は
行

政
改
革
大
綱
や
集
中
改
革
プ
ラ

ン
等
を
も
と
に
「
組
織
機
構
」

や
「
定
員
管
理
及
び
給
与
」

「
人
材
の
育
成
」「
行
政
サ
ー
ビ

ス
」
等
に
つ
い
て
、
各
分
野
毎

に
さ
ら
な
る
見
直
し
を
図
る
必

要
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
計

画
年
度
等
を
設
定
し
具
体
的
に

改
革
を
推
進
し
ま
す
。

情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
原
則
公
開
の
基
本
方
針
の

も
と
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に

取
り
組
む
と
同
時
に
、
町
政
に

関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易
に

得
ら
れ
る
よ
う
地
域
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
活
用
を
図
り
、

引
き
続
き
情
報
公
開
の
総
合
的

な
推
進
に
努
め
ま
す
。

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て



次
に
、
今
議
会
に
提
案
い
た

し
ま
す
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
18
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ

ま
し
た
諸
施
策
を
中
心
に
、

一
　
般
　
会
　
計
　
　
　
　
　
　

98
億
６
９
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　

27
億
３
９
３
１
万
４
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

18
億
２
１
１
１
万
９
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

８
億
６
万
９
千
円

水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　

９
億
６
５
４
９
万
６
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
17
年
度
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
義
務
的
経
費

及
び
そ
の
他
の
経
費
の
過
不
足

額
を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
補

正
予
算
及
び
国
民
健
康
保
健
特

別
会
計
ほ
か
２
件
の
特
別
会
計

補
正
予
算
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
補
正
予
算
の
議
案

に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
議
案
件

と
し
て
、
ご
審
議
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

４
　
お
わ
り
に

次
に
予
算
以
外
の
議
案
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
条
例
議
案
が

「
北
谷
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
ほ
か
３
件
、
議
決

議
案
が
「
沖
縄
県
市
町
村
総
合

事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
」
ほ
か
２
件
、
同
意
議
案
が

「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」
ほ
か

１
件
を
提
案
い
た
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
認
定

議
案
１
件
、
契
約
議
決
議
案
と

し
て
「
北
玉
４
号
線
改
良
舗
装

工
事
請
負
契
約
の
変
更
に
つ
い

て
」
を
提
案
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
「
北
谷
町
第
一
保
育
所
・

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事(

建
築)

請
負
契
約
の
変
更
に

つ
い
て
」
追
加
議
案
と
し
て
提

案
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
と
平
成
18
年

度
に
お
け
る
主
要
施
策
の
概
要

並
び
に
議
案
の
説
明
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平
成

18
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た
し

ま
す
。

平
成
18
年
３
月
２
日

北
谷
町
長
　
野
国
昌
春

は
、
各
地
方
自
治
体
で
共
通
し
、

重
複
す
る
よ
う
な
経
費
は
広
域

的
な
対
応
で
で
き
る
限
り
経
費

節
減
に
努
め
、
効
率
化
を
図
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
事
務
の
共
同
化
を
推
進
し

ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
は

重
要
な
課
題
と
し
て
認
識
し
、

今
後
も
引
き
続
き
調
査
検
討
し

ま
す
。

本
町
に
お
け
る
情
報
化
へ
の

対
応
は
、
こ
れ
ま
で
基
幹
系
及

び
情
報
系
等
各
種
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
業
務
の
迅
速
化
に
よ
る

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
電
子
自
治
体
構

築
に
向
け
て
は
、
共
同
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
の
推
進
等
に
よ
る

効
率
的
な
電
子
自
治
体
の
構
築

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
に
基

づ
く
個
人
情
報
等
の
保
護
強
化

を
図
り
、
住
民
か
ら
よ
り
一
層

信
頼
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
北
谷
町
地
域
情
報
化

基
本
計
画
を
推
進
し
、「
〜
ｅ-

ニ
ラ
イ
の
都
市
ち
ゃ
た
ん
〜
」

を
目
指
す
た
め
、
整
備
さ
れ
た

地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施

設
に
よ
る
行
政
情
報
提
供
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
や
庁
舎
及
び
美
浜

メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
並
び

に
生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
等
、
公
共

施
設
間
の
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
を
図
り
、
町
民
の
情
報

活
用
能
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め

の
施
策
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
電
子
自
治
体
構
築
に
向
け

た
職
員
研
修
の
強
化
を
図
り
ま

す
。財

政
の
健
全
化
に
つ
い
て

は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
の
総

枠
の
縮
小
と
と
も
に
、
補
助
・

負
担
金
や
地
方
交
付
税
が
年
々

縮
小
さ
れ
る
中
で
将
来
に
わ
た

っ
て
持
続
可
能
な
健
全
財
政
の

構
築
に
向
け
て
財
政
の
各
分
野

の
歳
出
経
費
の
抑
制
と
効
率
化

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
普
通
建

設
事
業
に
つ
い
て
は
限
り
あ
る

財
源
を
有
効
配
分
す
る
た
め

に
、
事
業
の
効
果
性
、
緊
急
性
、

優
先
度
等
の
観
点
か
ら
厳
し
い

採
択
に
取
り
組
み
ま
す
。
町
税

に
つ
い
て
は
、
軍
用
地
の
評
価

見
直
し
や
所
得
税
か
ら
個
人
住

民
税
へ
の
税
源
移
譲
に
よ
り
約

２
億
円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す
が
、
徴
収
率
の
低
下
も
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る

徴
収
強
化
に
努
め
ま
す
。

市
町
村
を
取
り
巻
く
諸
情
勢

は
、
平
成
18
年
度
ま
で
続
く
三

位
一
体
の
改
革
、
平
成
19
年
度

以
降
の
第
二
次
改
革
、
介
護
保

険
の
抜
本
的
な
見
直
し
な
ど
に

よ
り
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く
な

っ
て
い
く
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
逼
迫
し
た
財

政
状
況
に
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老人福祉センター

行事・教室ありんくりん
１(土)

２(日)

５(水)

６(木)

７(金)

８(土)

４(火)

３(月)

９(日)

10(月)

16(日)

15(土)

14(金)

13(木)

12(水)

11(火)

17(月)

22(土)

18(火)

19(水)

20(木)

21(金)

25(火)

24(月)

23(日)

27(木)

28(金)

26(水)

29(土)

４月

〈
き
　
り
　
と
　
り
〉

30(日)

レク指導者講習会10：00～
民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～　
折り紙教室14：00～　

ゲートボール審判講習会8：00～　歌声教室10：00～
カラオケサークル(B)13：00～　手芸教室14：00～
ギターサークル19：00～

グラウンドゴルフ講習会10：00～
大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～　

レク指導者講習会10：00～　
民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～　　

健康体操教室9：30～
古典音楽教室14：00～　日舞教室14：00～

健康体操教室9：30～
ボイストレーニング11：00～　琉舞教室14：00～

健康体操教室9：30～
古典音楽教室14：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～
ギターサークル19：00～

グラウンドゴルフ講習会10：00～
大正琴教室10：00～　カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～　

レク指導者講習会10：00～
写真サークル10：00～　民謡教室13：00～
箏曲教室14：00～　折り紙教室14：00～　

ゲートボール審判講習会8：00～　歌声教室10：00～
カラオケサークル(B)13：00～　手芸教室14：00～
ギターサークル19：00～

健康体操教室9：30～
ボイストレーニング11：00～　琉舞教室14：00～

健康体操教室9：30～
古典音楽教室14：00～

レク指導者講習会10：00～　
民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～　　

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(C)13：00～
社交ダンスサークル14：00～
ギターサークル19：00～

健康体操教室9：30～
ボイストレーニング11：00～　琉舞教室14：00～

◆平成18年度の納税通知書は、５月初めに届きます。

今年度は、固定資産(土地・家屋)の評価替え年度に

当たりますので、第1期の納期を例年より一月遅れの

『5月1日から5月31日まで』に変更します。

納税通知書が届かない場合は、お早めに下記までご

連絡をお願いします。

◆土地及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について

固定資産税に関するお知らせ

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～
ギターサークル19：00～

健康体操教室9：30～
ボイストレーニング11：00～　琉舞教室14：00～

健康体操教室9：30～
古典音楽教室14：00～　日舞教室14：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(C)13：00～
社交ダンスサークル14：00～
ギターサークル19：00～

北谷町老人福祉センターでは、満60歳以上
の高齢者が楽しい時間と交流がもてるように
各種教室・サークルなどを行っています。

●お問い合わせ　�936-3521

4月3日(月)～5月31日(水) ＊土・日、祝日を除く。

午前8時30分～午後5時15分　

北谷町役場　１階　税務課　資産税係

北谷町内に土地・家屋を所有する納税者

本　人：印鑑と身分証明書(免許証、保険証、納税通知書など)

代理人：委任状、代理人の印鑑と身分証明書

縦覧期間

縦覧場所

縦覧できる方

必要なもの

●お問い合わせ 税務課資産税係　�936-1234 内線193、194

沖縄地方では、梅雨や台風シーズンには、大雨による土砂崩れやがけ

崩れ等が多く発生します。大雨による土砂災害から身を守るために、日

頃から住んでいる地域の危険な場所や避難場所・避難経路を確認してお

きましょう。土砂災害の発生は、時には人命にかかわることから、市町

村が住民に対して避難勧告等を行ったり、住民が自主的に判断して避難

するケースがあります。

沖縄県と気象台は共同で「土砂災害警戒情報」の発表を2006年4月か

ら開始する予定です。

この情報は、大雨で土

砂災害発生の危険度が

高まったときに避難活

動等を支援する防災気

象情報です。市町村や

テレビ、ラジオから、

あなたの地域に「土砂

災害警戒情報が発表さ

れた」との連絡や報道

があった場合は、市町

村の指示どおりに行動

し、山崩れ、がけ崩れ

の危険がある場所には

近づかないようにしま

しょう。

防災
一口
メモ



お知らせ

広報　ちゃたん　　　６

人権・行政
無料法律相談

今月は20日(木)です。

毎月第3木曜日　10時～16時
北谷町役場1階レセプションホール

※相談は無料、秘密は守られます。

相談 育英会 平成18年度北谷町育英会の貸費生募集
北谷町育英会では、経済的な理由により学費の援助を必要とする優

秀な学生に対し、学費の一部を貸与する「平成18年度貸費生」を募集
しています。
●貸費種類および貸与月額
・県外大学生(大学院、短大及び専門学校含む)：５０,０００円以内
・県内大学生(大学院、短大及び専門学校含む)：３０,０００円以内
・国外留学生(大学院及び短大含む)：５０,０００円以内
●応募条件
・日本国籍を有し、本町に１年以上住所を有する町民の子弟で大学ま
たは専門学校（修業年限が２年以上の専門課程）に在学する者。
ただし、通信教育課程や夜間教育課程は除く。
・学業成績及び操行が優れ、かつ、健康な者。
・応募者と生計を一にする家族の町・県民税の年税額が２０万円以下の者。
・貸与した奨学金の返還義務を確実に履行できる者。
●貸与予定人員
・県内外大学生(専門学校生を含む。) 15人程度
・国外留学生　1人程度
●受付期間　平成18年4月3日(月)～28日(金) ※土・日、祝祭日は除く
●お問い合わせ
北谷町育英会(北谷町教育委員会教育総務課内) �982-7704
※北谷町ホームページもご覧下さい。http://www.chatan.jp

募集 一緒に始めませんか？親子で楽しい友達づくり
募集期間：４月１日(土)～30日(日)

児童館の幼児クラブが、５月に活動をスタートします。会員を募集

しますので、どしどし応募して下さい。

●幼児クラブ

幼稚園就学前までの幼児(0～5歳)を対象とした親と子のためのクラブ

です。活動を通して幼児期の望ましい発達を促すとともに、親同士・

子ども同士の輪を広げることを目的としたクラブです。

毎週金曜日午前10時30分～11時30分、児童館職員と親子体操、制作

活動、運動あそび、季節的行事など。年会費は1,000円(材料費等)。

●クラブへのお申込み及びお問い合わせ

・上勢桑江児童館（わんぱく児童館）�９３６-４０００
・宮城児童館（わくわく児童館）�９２１-７１７１
・北玉児童館（ハッピー児童館）�９３６-０７０８
※募集期間後も随時募集しますので、まずはご連絡下さい。

水道 水道課からのお知らせ

この頃、町内において、水道課
職員を装ったり、あるいは水道課
から依頼されたと偽り突然お宅を
訪問し、簡単な水質検査を行った
あげく、給水管清掃や浄水器を売
りつけるなど、悪質な訪問販売が
発生しています。
北谷町水道課では、浄水器の販

売・斡旋や町民から要請のない水
質検査をしてお金を頂くことは一
切行っておりません。十分ご注意
下さい。
●お問い合わせ
北谷町水道課　�936-3923

募集 コールセンター入門講座
IN 宜野湾市

●対象
45歳位までの県内在住の求職者(コ

ールセンターへの就職を希望する方)
●日程
5月17日(水)～31日(水)
10：00～16：00(平日のみ)
●申し込み締め切り日
5月10日(水) 16：00まで
●場所　
宜野湾ベイサイド情報センター
●内容
コミュニケーションと電話応対

基本・コールセンター基礎知識・
パソコン操作　など
●受講料 無料
●申し込み・お問い合わせ

雇用開発推進機構 �859-7366

厚生年金保険加入実績のある障害者が評価される仕組みとして、平成

18年度から、65歳以上の方は、障害基礎年金と老齢厚生年金、障害基

礎年金と遺族厚生年金の組み合わせについて併せて受給(併給)すること

ができるようになります。65歳以上であれば、平成18年4月1日以降適

用されます。老齢厚生年金の受給を開始した後に障害基礎年金の受給が

発生した場合も、65歳到達時より併給の可能性があります。

●お問い合わせ

コザ社会保険事務所　�９３３-３４３９

障害基礎年金と老齢厚生年金等を併せて受給
できるようになります

平成18年4月より
年金

●窓口変更のお知らせ　保健相談センター　→　民生課へ
「障害者自立支援法」成立に伴い、下記の手続き窓口が変わります。
①「ホームヘルプサービス・ショートステイ・グループホーム」の申請　②「精神障
害者手帳申請」「通院費公費負担申請」 ※保健師ヘの相談は引き続き保健相談センタ
ーで行います。 お問い合わせ：民生課社会福祉係　�936-1234 内233
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●１２月１９日

新城　勇吉　様

香典返しとして

１５０，０００円（町育英会へ）

●２月１３日

北谷町自治会長連絡協議会　様

産業展示会野菜即売による収益を

寄付として

３１，８８０円（ニライの里へ）

●２月１７日

森山　朝信　様

寄付として

５，０００円（町社協へ）

●２月２１日

東宝タクシー共済会　様

香典返しとして

５０，０００円（町社協へ）

●２月２４日

渡慶次　保　様

香典返しとして

１００，０００円（町社協へ）

●２月２４日

カジマヤー祝記念として

５００，０００円（町社協へ）

●２月２８日

沖縄インターナショナルパッチワー

クギルトバービーニッカボッカ　様

寄付として

３０，０００円（ニライの里へ）

戦争による余りにも大きすぎた
代償を払って得た歴史的教訓が現
在の平和憲法の基本理念となって
います。
本町では、私たちの子や孫のた

めにも沖縄を平和の発信地として
位置づけ、日本国憲法の理念を暮
らしの中に取り入れながら、町民
が日本国憲法を身近なものとして
考えることを目的として憲法講演
会を実施し、皆さんと共に憲法に
ついて考えていきたいと思います。
多数の皆様のご来場をお待ちし

ています。
●日時及び場所
平成18年4月27日(木)
19：00～
ちゃたんニライセンター　カナイホール
●対象：一般町民
●講師
高良 鉄美 氏（琉球大学教授）

●お問い合わせ
北谷町役場町長室

�936-1234 内171

憲法講演会催し

▼
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どうちゅいむにー 143

救急出場状況救急出場状況
平成18年2月

■救急・火災時は
TEL/FAX  119
■消防に関するお問い合わせ
TEL 936-3721

交　　通

ニライ消防本部北谷消防署

月　計

運動競技

加　　害

自損行為

不 搬 送

急　　病

転　　院

一般負傷

労　　災

9

0

76

1

1

1

0

57

4

3

161累　計

たたんんゃゃ のの人人口口ちち

♂♂♀♀
平成18年2月28日現在

人　口　26,938人（+10）

男　　13,109人（-3）

女　　13,829人（+13）

世帯数　9,614世帯（+25）

( )内は前月との比較

「沖縄戦の絵」は、多くの庶民
が直接描いた絵であり、あの“鉄
の暴風”のなかで、目に、心に、
生命に刻まれた、恐らく生涯消え
るはずもない戦場のひとこまとし
て描かれたものばかりです。その
絵のほとんどはたどたどしいもの
ではありますが、絵の巧拙を超え
て、描いた人の悲しみ、憤りが、
見る人の心に刺さってきます。
今回は、多くの戦争体験者から

寄せられた約660点の中から約
100点を展示します。平和で豊か
な沖縄を築いていくためにも、忘
れてはならないものを再確認しま
せんか。
●場所 ちゃたんニライセンター
●日時
4月1日(土)～5日(水)
10：00～21：00(初日は13時

から、最終日は18時まで)
●お問い合わせ
「沖縄の絵」展実行委員会事務局

�866-3333

「沖縄戦の絵」展催し

＊＊＊＊＊＊ 寄寄 附附 ＊＊＊＊＊＊

20歳以上の方であれば、学生も国民年金に加入しなければなりません。
しかし、ほとんどの学生は所得がなく、国民年金に加入しても保険料を
納めることが困難です。そのため、社会人になってから保険料を納める
ことができる制度(学生納付特例制度)があります。
●対象
①大学、大学院、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種

学校その他の教育施設等に在学する20歳以上の学生等であって、②学生
本人の前年の所得が118万円以下の方です。
夜間・定時制課程または通信性課程の学生も対象となります。
●申請手続き
学生納付特例制度を利用するには、申請をして承認を受ける必要があり
ます。「国民年金保険料学生納付特例申請書」に必要事項を記入し、北
谷町役場国民年金係まで提出して下さい。
●申し込み・お問い合わせ
住民課国民年金係　�936-1234 内241、242

「学生納付特例制度」のご案内
(申請受付は4月から)

年金
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春の訪れ春の訪れ
北谷第二小学校前のふれあい通りに面する瑞慶覧さん

の家ではツツジが満開、道行く人を楽しませている。

南国沖縄でも寒い日が続いていたが、季節が動き春の

訪れを告げているようである。

上勢区広報通信員
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ン
ト
を
大
人
と
子
供
の
老

若
男
女
混
合
チ
ー
ム
で
問
題
を
解
き
な

が
ら
新
し
い
発
見
を
し
な
が
ら
と
楽
し

く
約
１
時
間
。
軽
く
汗
を
流
し
た
後
は
、

お
に
ぎ
り
を
食
べ
、
待
ち
に
待
っ
た
も

ち
つ
き
の
始
ま
り
で
す
。
ペ
ッ
タ
ン
！

ペ
ッ
タ
ン
！
と
杵
と
臼
で
一
生
懸
命
も

ち
を
つ
い
た
そ
の
後
は
、
パ
ッ
ク
ン
！

パ
ッ
ク
ン
！
と
美
味
し
い
お
も
ち
を
ほ

お
張
っ
て
、
皆
さ
ん
大
満
足
で
し
た
。

桑江区広報通信員
中村晴恵さん

2月19日(日)、浜川小学校では「子どもフェスタ」が開

催されました。輪投げやコマ回しなど、懐かしのゲーム

コーナーや、おいしくて安い出店コーナーにフリーマー

ケットなど、楽しさいっぱいの催しに、多くの親子連れ

で賑わいました。

みんなニコニコゆいまーるフェスタみんなニコニコゆいまーるフェスタ

「
平
成
17
年
秋
の
叙
勲
」、「
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章
」、

「
総
務
大
臣
表
彰
」
、
そ
し
て
「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」
と
、

平
成
17
年
度
中
に
栄
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
た
５
名
の
皆
さ

ん
の
功
績
を
讃
え
、
合
同
祝
賀
会
が
３
月
３
日(

金)

、
ち
ゃ
た

ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー
カ
ナ
イ
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
た
。
会
場

に
は
被
表
彰
者
の
親
戚
や
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

町
民
が
集
ま
り
、
受
章
の
喜
び
を
共
有
。
来
場
者
全
員
で
の

乾
杯
や
華
や
か
な
余
興
等
で
盛
り
上
が
っ
た
。

●
被
表
彰
者

・
岡
江
　
保
彦

氏
　
「
黄
綬
褒
章
」(

平
成
17
年
秋
の
叙
勲)

長
年
に
わ
た
り
、
業
務
に
精
励
し
全
国
の
宅
地
建
物
取
引

業
の
充
実
発
展
に
貢
献
。

・
松
村
　
正
光

氏
　
「
瑞
宝
双
光
章
」(

危
険
業
務
従
事

者
叙
勲)

長
年
に
わ
た
り
、
警
察
官
と
し
て
公
共
の
安
全
と

秩
序
の
維
持
に
尽
力
。
沖
縄
県
の
警
察
行
政
を
支
え
る
。

・
渡
慶
次
　
保

氏
　
「
総
務
大
臣
表
彰
」

長
年
に
わ
た
り
、
町
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
住
民
相
談

へ
の
適
切
な
指
導
、
解
決
で
、
住
民
と
行
政
と
を
結
ぶ
架
け

橋
と
し
て
活
躍
。

・
永
田
　
静
子

氏
　
「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

長
年
に
わ
た
り
、
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
福
祉
活
動
に
尽
力
。

・
仲
村
　
芳
子

氏
　
「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

長
年
に
わ
た
り
、
町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、

地
域
の
高
齢
者
福
祉
活
動
に
尽
力
。

受受
章章
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

▲前列右から仲村、永田。後列右から
岡江、松村、渡慶次(敬称略)

▲来場者との握手で喜びを共有。

▲表彰を受ける比嘉さん(左)と喜友名さん(右)

２
月
11
日(

土)

、
12
日(

日)

、
ニ
ラ

イ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た

「
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
ま
つ
り
」
で
上
勢

区
の
お
二
人
が
見
事
特
別
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。
９
班
の
喜
友
名
朝
信
さ
ん

が
「
じ
ゃ
が
い
も
」
で
町
長
賞(

農
産

物
の
部)

。
８
班
の
比
嘉
美
代
子
さ
ん

が
「
辻
が
花
の
ツ
ー
ピ
ー
ス
」(

リ
フ

ォ
ー
ム)

で
議
長
賞(

手
工
芸
の
部)

。
比

嘉
さ
ん
は
な
ん
と
２
年
連
続
の
受
賞
で

す
。上

勢
区
は
農
産
物
83
点
、
農
産
加
工

品
10
点
、
手
工
芸
品
15
点
の
計
93
点
出

品
の
う
ち
、
入
賞
数
が
農
産
物
18
点
、

農
産
加
工
品
５
点
、
手
工
芸
品
３
点
と

11
行
政
区
で
ダ
ン
ト
ツ
の
１
位
。
ほ
ん

と
す
ご
い
で
す
ネ
！
来
年
も
頑
張
っ
て

美
味
し
い
野
菜
や
漬
け
物
、
北
谷
の
特

産
品
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
下
さ
い
ね
〜
！
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�


